









































































の項目を測定した。 1つ目は、 3mの距離を 3種類の歩行速度[ゆっくり・ふつう・はやく]で歩いた時
















話料 pH 伝導率(11s/cm) 試料 pH 伝導率(μs/cm)I 
ハン1¥ー ガー 庖の ハンバー ガー 庖の
3.75 2865 3.97 
1¥ーベキュー ソー ス バー ベキュー ソー ス
ハン1¥ー ガー 庖の J、ンパー ガー 癌の
3.63 2542 3.67 
マス?Iードソース マス?Iードソース
コカ・コーラ 3.15 1005 コカ・コーラ 3.03 
ダイヱットコカョー フ 3.12 903 ダイエツトコカ・コーフ 3.73 
ノーカフェインコカ Rコーフ /ーカフェインコカ・コーう 3.05 
花壇の土 5.79 103 花壇の土
砂場の土 5.87 96 砂場の土

























































表 2.2 授業案に関するやり取りされた内容 (2005年)
メー ルのやり取り:米A、日A(学校コー デ、ィネー ター );支援コ(支援コー デ、イネー ター );B2(H校授業案担当教員)
H校訪問.支援者がH校に訪問し、話された内容など
隣f言者 a;付 f 内容 J 発傷者 at寸 内縁 Jてお~
提案 日米の水や食べ物を測定し、比較 H校
6/8 授業内容の打ち合わせ米A 5/7 情報pHと温度センサーをよく使用している 訪問
情報PASCO社と製品についての情報 実験について提案:
米A 5/15 質問 日本の生徒はデ、ジタルマイクロス 1. pH実験で伝導率も測定しては?コープを使用したことがあるのか 2.温度変化による圧力変化よりも、
米国側が水/食べ物のpH測定をし H校







距離センサーを使ってstickysneaker 訪問米A 5/25 情報 の実験を明日行う予定 日本側では一つの実験(日米で水
提案水と食物のpHテストで、いし、か 情報のpHを測って比較する)を実践中
米A 6/1 情報 距離センサーで測れるカタパルトが
にやることを考えている
あり、 stickysneakerの測定も可能 他に一つの実験を事前にやってお
支援コ 6/1 情報実践内容の概要紹介 情報き、実践の中で結果を発表すること
日A 6/1 確認、実践の内容の確認 支援コ 6/9 を考えている
H校
6/3 1. Probewareの使い方の説明 情報二つの実験の手順書として参考に訪問 2.実践の内容の打ち合わせ なるPASCOのURLを紹介
質問 通常授業の中でセンサーを使った 実践についての案など考えがあれ実験をしているのか教えて欲しい 確認 ば詳細を教えて欲しし、(食べ物9水・
支援コ 6/5 どういう実験をするか決まっていたら
飲み物・カタパルト・歩行など)






米A 6/5 の写真を提示し、比較 書を添付する
提案学校近くの水のpH測定をしてはど、うか 米A 6/10 M校は実践の構成について賛成
情報 明日、センサ剖吏った事砂降送付する 日本側は実践の中で日本の自販機
米国側lからの実験の提案を先生ら について写真を使って紹介すること
と話し合ってみる 支援コ 6/10 情報を考えているので、日本と米国の自
日A 6/5 情報 日本には至る所に自販機がある 販機を比較するのはどうか、また、
情報学校の近くの水を測定する事は可能 自販機の写真を用意できるか
米国からの実践案を待ってます H校 6/11 授業内容の打ち合わせ
センサーを使った実験案を理科の 訪問米A 6/6 先生がメールする 大阪では、雨水が手に入るが米国




米A 6/7 この実験をするかどうか Walking の実験手順書を添付する。
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を用いた多地点接続による中学校問日韓遠隔授業の実践と評価 日本教育工学会論文誌， 29: 395-404頁.
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The Framework of International Exchange Learning: 49 
An Analysis from a Coordinator's Viewpoint 
The Framework of International Exchange Learning : 
An Analysis from a Coordinator' s Viewpoint 
OKUBA Y ASHI Taiichiro 
When carrying out an international exchange learning project， a variety of tasks and factors 
have to be considered. In particular. the following elements need to be clarified: the role of the 
coordinator. the various types of support he/she is expected to provide. the tasks to be com-
pleted before the implementation of the project. In this paper， we focus on the role of the coor-
dinator in the process leading up to the international exchange learning project. especially the 
coordinator who supports these projects (describe this as the “support coordinator") and the co-
ordinator who organizes the entire project in schools (describe this as the “school coordina-
tor"). 
The results of this research show that support coordinators are required to provide compre-
hensive support to the participating school (s). on the basis of a good understanding of the cul-
tural background of each community. On the other hand. the school coordinator was found to 
have a rather comprehensive role?that of“managing the persons involved in the projects 
within their own school." 
